
農地利用最適化推進委員候補者 （番号は受付順） 

被推薦者（推薦を受ける者）又は応募する者 推薦者（推薦をする者）  

番号 
推薦又は 

応募の地区 
氏名 性別 年齢 職業 

経 歴 農業経営の状況 農 業 委

員 へ の

被推薦・

応募 

氏名又は

団体名称 

代表者 

（管理人） 

活 動の

目的等 

構成員

数 

（人） 

構 成 員

の資格・

要件等 

推薦及び応募理由 
年月日 事項 営農形態 形態 

経営面

積

（a） 

１ 山直 黒川
くろかわ

 晴之
はるゆき

 男 66 農業 

R1.12.1～ 

 

 

 

 

 

岸和田市 

民生委員 

 

実行組合長 

水利組合長 

町会評議員 

水稲 専業 15.8 無 

摩湯町実

行・水利

組合 

黒川 晴之 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

52 

集落に

おいて

農業を

営む者 

被推薦者は地元において永年農業を

営み、当該地域の農業環境を熟知し、地

域での信望も厚く、担い手への農地集積

や耕作放棄地の解消等、農業委員会が農

地利用の最適化という使命を果たす農

地利用最適化推進委員に適任である。 

２ 
中央 

土生郷 
藪
やぶ

 清
きよ

仁
ひと

 男 66 
農業 

不動産賃貸業 
 町会評議員 

水稲 

露地野菜 

果樹 

兼業 35.4 無 
藤井町実

行組合 
阪口 淳 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

27 

集落に

おいて

農業を

営む者 

被推薦者は代々地元において永年農

業を営み、大阪版認定農業者としての識

見を有し、当該地域の農業環境を熟知

し、地域での信望も厚く、担い手への農

地集積や耕作放棄地の解消等、農業委員

会が農地利用の最適化という使命を果

たす農地利用最適化推進委員に適任で

あります。 

３ 
中央 

土生郷 
川
かわ

阪
さか

 清
きよ

秋
あき

 男 69 農業  水利組合長 水稲 専業 62.5 無 
極楽寺町

実行組合 
木岡 誠 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

20 

集落に

おいて

農業を

営む者 

被推薦者は当該地域の農業環境を熟

知し、地域での信望も厚く、担い手への

農地集積や耕作放棄地の解消等、農業委

員会が農地利用の最適化という使命を

果たす農地利用最適化推進委員に適任

である。 

４ 有真香 植田
う え だ

 功
いさお

 男 67 農業 

H29.7.20

～R2.7.19 

R2.7.20～ 

 

 

 

 

岸和田市 

農業委員 

岸和田市農地利用

最適化推進委員 

実行組合長 

水利組合長 

水防団団長 

水稲 

露地野菜 

施設野菜 

専業 61.1 無 
阿間河滝

実行組合 
小林 孝雄 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

95 

集落に

おいて

農業を

営む者 

地元において永年農業を営み、認定農

業者としての識見を有し、実行組合長や

町会水利を歴任し、地域での信望も厚

く、農業委員と推進委員の実績もある。 

 



農地利用最適化推進委員候補者 （番号は受付順） 

被推薦者（推薦を受ける者）又は応募する者 推薦者（推薦をする者）  

番号 
推薦又は 

応募の地区 
氏名 性別 年齢 職業 

経 歴 農業経営の状況 農 業 委

員 へ の

被推薦・

応募 

氏名又は

団体名称 

代表者 

（管理人） 

活 動の

目的等 

構成員

数 

（人） 

構 成 員

の資格・

要件等 

推薦及び応募理由 
年月日 事項 営農形態 形態 

経営面

積

（a） 

５ 有真香 植田
う え だ

 善三
ぜんぞう

 男 66 

農業 

介護業臨時

職員 

 
実行組合長 

町会役員 
露地野菜 兼業 47.9 無 

土生滝町

実行組合 
上田 利廣 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

45 

集落に

おいて

農業を

営む者 

被推薦者は地元において農業を営み、

当該地域の農業環境を熟知し、町役員を

歴任するなど、地域での信望も厚く、担

い手への農地集積や耕作放棄地の解消

等、農業委員会が農地利用の最適化とい

う使命を果たす農地利用最適化推進委

員に適任である。 

６ 山直 上野
う え の

 仁
ひとし

 男 48 農業  実行組合長 露地野菜 専業 31.5 無 
積川実行

組合 
永野 敏浩 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

80 

集落に

おいて

農業を

営む者 

被推薦者は認定農業者として、農業に

関する経験・知見を有している。また、

実行組合長を歴任し、地元での信望も厚

い。地元の農地に詳しく、耕作放棄地の

発生防止・解消、農地等の利用の最適化

の推進に熱意と識見を有するため、農地

利用最適化推進委員に適任である。 

７ 山直 永野
な が の

 六
むつ

博
ひろ

 男 71 農業 

R2.7.20～ 

 

 

H29.7.20

～R2.7.19 

 

 

 

岸和田市 

農業委員 

 

岸和田市農地利用

最適化推進委員 

 

実行組合長 

町会長 

露地野菜 専業 40.6 無 

大阪府農

業共済組

合 

石﨑 勇 

災害その他

の不慮の事

故によって

組合員が受

けることの

ある損失を

補填してそ

の農業経営

の安定を図

るため、農

業保険法

（昭和 22

年法律第

185 条）に

基づきを目

的とする。 

19,410 
定款に

よる 

農業委員としての実績があり、農業委

員と連携して遊休農地の解消等農地等

の利用の最適化の推進に熱意と識見を

有する人材として推薦するものです。 

 

  



農地利用最適化推進委員候補者 （番号は受付順） 

被推薦者（推薦を受ける者）又は応募する者 推薦者（推薦をする者）  

番号 
推薦又は 

応募の地区 
氏名 性別 年齢 職業 

経 歴 農業経営の状況 農 業 委

員 へ の

被推薦・

応募 

氏名又は

団体名称 

代表者 

（管理人） 

活 動の

目的等 

構成員

数 

（人） 

構成員

の 資

格・要

件等 

推薦及び応募理由 
年月日 事項 営農形態 形態 

経営面

積

（a） 

８ 
東葛城 

山滝 
田川
た が わ

 隆司
た か し

 男 67 
農業 

呉服商 
 

実行組合長 

町会監事 

筍出荷組合副会長 

愛彩ランド出荷協

力会副会長 

露地野菜 

花き 

その他

（たけのこ） 

兼業 31.7 無 
南部実行

組合 
南 吉幸 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

25 

町内に

住所を

有する

農業を

営む者 

被推薦者は、現在山滝地区の中核的な

農家として農業に長年従事し、認定農業

者としての知見を有している。温厚な性

格と強い責任感で、地域農業の先導役と

してご活躍されております。今後の山滝

地区の農業発展に向けての活動に高い

意欲をもっていることから、最適化推進

委員に推薦します。 

９ 南掃守 深井
ふ か い

 正清
まさきよ

 男 73 農業  
実行組合長 

町会会計 

水稲 

露地野菜 

果樹 

専業 96.0 無 
福田実行

組合 
原 高資 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

106 

集落に

おいて

農業を

営む者 

被推薦者は大阪版認定農業者として

農業を営み、農業に関する経験・知見を

有しており、実行組合長、町内会役員を

歴任し、地元での信望も厚い。また、地

元の農地に詳しく、耕作放棄地の発生防

止・解消、農地等の利用の最適化の推進

に熱意と識見を有するため、農地利用最

適化推進委員に適任である。 

10 
東葛城 

山滝 
松林
まつばやし

 茂
しげる

 男 73 農業  水利組合長 露地野菜 専業 190.9 無 
神於実行

組合 
井上 光弘 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

18 

集落に

おいて

農業を

営む者 

被推薦者は地元で長年農業を営んで

いる。また水利組合長を歴任し、地元で

の信望が厚く、農業に関する経験・知見

を有している。地元の農地に詳しく、耕

作放棄地の発生防止・解消、農地利用の

最適化の推進に熱意と見識を有するた

め、農地利用最適化推進委員に適任であ

る。 

11 
東葛城 

山滝 
小山
こ や ま

 藤夫
ふ じ お

 男 63 農業  実行組合長 
水稲 

露地野菜 
専業 53.5 無 

河合実行

組合 
小山 藤夫 

地域の農

家を構成

員とし、

相互扶助

を目的と

する。 

130 
地域の

農家 

被推薦者は実行組合長として地域の

農家をまとめ、地元での信望が厚い。地

域の農地に詳しく、また行政経験も豊富

であるため、近年求められている最適化

推進活動についても理解と見識があり、

農地利用最適化推進委員に適任である。 

 

  



農地利用最適化推進委員候補者 （番号は受付順） 

被推薦者（推薦を受ける者）又は応募する者 推薦者（推薦をする者）  

番号 
推薦又は 

応募の地区 
氏名 性別 年齢 職業 

経 歴 農業経営の状況 農 業 委

員 へ の

被推薦・

応募 

氏名又は

団体名称 

代表者 

（管理人） 

活 動の

目的等 

構成員

数 

（人） 

構 成 員

の資格・

要件等 

推薦及び応募理由 
年月日 事項 営農形態 形態 

経営面

積

（a） 

12 
八木・城北 

春木 
田中
た な か

 唯夫
た だ お

 男 76 農業  
実行組合長 

水利組合長 

露地野菜 

果樹 

自家

消費 
17.2 無 

𠮷井実行

組合 
西村 清次 

地縁的な

農家を構

成員と

し、農作

業等共助

を目的と

する。 

12 

町内に

住所を

有する

農業を

営む者 

被推薦者は大阪版認定農業者として、

地元に根ざした農業を営んでおり、農業

に関する経験・知見は豊かであり、地元

での信望が厚い。また、地元の農地に詳

しく、耕作放棄地の発生防止・解消、農

地等の利用の最適化の推進に熱意と識

見を有するため、農地利用最適化推進委

員として適任である。 

 

 


